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とが本稿の目的である。論文の基本構成として第 1 章〜第 4 章までは歴史的な考察と年
代間の比較考察、そして第 5 章では現代和室に対応する家具デザインの提案、及びその
展開を記述している。特に第 5 章では、第 4 章で行った比較考察からデザインの諸要件
を定め、これらを中心に家具デザインの提案、作品制作を行い、和室における生活様相
























































WAVE1、WAVE2、低座椅子のシリーズ LOW CHAIR1、LOW CHAIR2 をデザイン作
品とした。論文のコンセプトに裏づけされたデザイン作品群は、新たな様式への提案を
暗示させるような新鮮さ、斬新さ、またオリジナリティーある作品であり高い評価をあ
たえられる。 
 
作品 
WAVE1、2： 
  収納家具として座空間での使用を前提に、視線や機能からその大きさを検討し、住ま
いの基本モジュールを前提に 910×1820 の畳の基本寸法を家具モジュールに当てはめ
たデザイン展開をした。収納の扉部には意匠としての波形をモチーフとして繊細なデザ
インを施し、新たな様式を感じさせるものとした。また、家具にはあまり使用されてい
ないホワイトアッシュ材に取組み見事に完成させた。  
 
LOW CHAIR1、2： 
座空間を和のテイストを基調に高齢者にも使い易い寸法でのデザイン展開を行い、詳
細部の配慮も含めて新たな造形を提案している。低座椅子の事例は今までにも多くある
が、数多くの試作製作から独特な形を創意し、オリジナリティーがあり詳細部の配慮も
行き届いた秀逸なデザインとなっている。また、椅子にはあまり使用しないホワイトア
ッシュ材に取組み見事に完成させた。  
 
以上のように論文及び作品は博士の基準を超える実力を持つことを示した。  
公開審査において的確に論文及び作品を説明し、多くの質問にも的確に回答し、その
論文及び作品の質の高さを示した。このことから博士の学位を与えるのに十分であると
結論した。 
